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＜病棟連絡事項＞
・大規模災害訓練を実施しています。
・掛け布団の洗濯が終わった為、本日15：00～配布となります。掛け布団はリネン室前、カバーは本部洗濯場に準備されます。
・患者様からメモを預かった際は、主治医宛は診察時に、家族宛は来院日時が明確であれば預かり、不明の場合は郵便で出すように説明するよう統一して下さい。
＜ベッドコントロール＞
・板橋　利美様～10/4北病棟転出予定。
　その他、篠　竜治様が転出候補となっています。（主治医確認済み）
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　知子様～不安時タンドスピロンクエン酸7回分処方。
・立花　圭様～GAF40点。足趾に擦過傷あり、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
・山本　久美子様～主治医不在の為、田名部Dr.より不穏時レボトミン20回分処方。
・船田　泰子様～主治医不在の為、田名部Dr.より疼痛時リボトリール30回分処方。
・能登谷　秀昭様～傷病手当金申請書類作成依頼あり、申込書記入し提出している。職場に提出する診断書は病名を自律神経失調症とし主治医作成済み。

・佐々木　章洋様～母様来院し、母様の携帯電話から本人がAmazonの定期購入停止の手続きを行っている。
・村舘　ミネ様～主治医へ診療情報提供書の作成依頼をしているが、腫瘤がいつからあるか、腫瘤の種類について確認あり。腫瘤の種類については土井Dr.出勤時に確認する事としている。
・鳴瀬　裕之様～母様より本人と外出したいと希望あり。（母様と甥様付き添い）
10/12テレビ面会時までに外出の可否を知りたいとの事。
外出予定日11/3（木）10：30～16：00。
＜要注目患者様検討＞
・向井　敦子様～レストラン移動は消極的でありホールで食事摂取している。棟内は独歩で移動可能、ADL拡大しているため引き続き状態観察していく。
・鈴木　知子様～昨日準夜帯で幻聴を訴え自室の棚を蹴る様子あり、促しで不安時薬服用している。日中は幻聴体験の訴えはないが、食事は不食している。栄養補助食品は摂取出来ている事から、食事形態の変更も検討していく。

・立花　圭様～今朝5時起床しており、他者の足音が気になった事を話されている。それに伴い眠気があり、昼食も不食。不調を感じ不穏時薬を希望し服用している。興奮や粗暴性、他者トラブルはないが精神状態の変動に注意して観察していく。
＜服薬自己管理検討＞
・鳴瀬　裕之様、神田　直樹様～セットミス、服薬間違いなく自己管理出来ている。
・篠　竜治様～10/3～服薬自己管理開始。
・佐藤　英之様、小原　哲哉様、東　真人様も今後管理予定。

＜病棟事業取組状況確認＞
・今月半ばに病棟事業の進捗及び結果の報告をしている。出来ていない点や今後の課題について、下半期で実施していく。
＜疾病教育検討＞
・統合失調症の疾病教育を各自受け持ちに実施して下さい。
